











































































































































































































































































































































































































正答 小山 宇都宮 足利 佐野 栃木 県央 県南 県東 県北 群馬 茨城 埼玉 その他 正答数 正答率（％）
鳥取県 12 31 6 5 423 713 16 1326 93720255．0
宮城県 21 31 8！l 435 81820214018 5328878．5
大分県 12 19 5 9 225 712 14 17 29 134020455．6
香川県 16 23 3 8 427 813 21 2026 144422761．9
静岡県 21 31 8ll 539 ll 18222341 17 5430182．0
山形県 2029 610 441 ll 19242238 16 5329379．8
滋賀県 12 23 5 8 333 916 14 19 27 14 5！ 23463．8
大阪府 16 25 310 430 9！8 21 2229 13 5325368．9
新潟県 1825 810 431 ll 17 2021 33 134926070．8































































正　答 小山 宇都宮 足利 佐野 栃木 県央 県南 県東 県北 群、馬 茨城 埼玉 その他 正答数 正答率（％）
ニューヨー奴チ） 1830 8 7 531 9202321 3916 51 27875．7
ロサンゼルス（タ） 1329 9 7 430 61820203415 5325870．3
シドニー似） 1632 7 8 432 919 18204016 5427574．9
シンガポール（コ） 1732 7 8 437 9202021 3817 5428477．4
シヤンハイ色） 15 27 4 7 432 917222032154825268．7
ロンドン（ア） 1536 8 9 4371023222442176030783．7
ローマ（ウ〉 1435 7 8 332 718232341 14 5127675．2
カイ　ロけ） 15 25 4 6 527 8ll 15 16 27 134321558．6
リ　　マ（テ） ll 18 5 9 424 616 13 1825123619753．7












































正　答 小山 宇都宮 足利 佐野 栃木 県央 県南 県東 県北 群馬 茨城 埼玉 その他 正答数 正答率（％）
ペ　キ　ン 19 31 6 9 133 718 182235 16 5827374．4
ソ　ウ　ル 15 23 4 9 319 815 ll 17 31 15 5422461．0
バンコク 714 3 8 119 5 9 713 17 133214840．3
キャンベラ 15 19 4 5 221 6 6 9ll 18 123516344．4
パ　　　リ 2339 612 341 10 21 26254417 5632388．0
ロンドン 2338 8ll 539 ll 2226254517 5832889．4
ベルリン 1420 4 6 022 612 14 1222 17 3618550．4
ワシントン 1832 6ll 432 ll 20282037 16 5629179．3
オ　タ　ワ 710 1 4 0 6 0 5 5 7ll 818 82 22．3
　第7表の結果によると、イギリス・フランス・アメリカ合衆国・中国の4
大国については、正答率が高くなっている。しかし他の5か国の回答の中に
は、信じ難い都市名が多数見受けられた。韓国については、ピョンヤン・プ
サンなどの朝鮮半島の都市名は許容できるが、ペキン・シャンハイの回答が
多かったのは意外であった。まさに韓国と中国の区別もできない実態が露呈
されているのである。歴史的交流の深い隣国の首都も知らないで、国際化云々
もないであろう。ドイッについては、旧西ドイツの首都であったボンの回答
が多かったが、ミュンヘン・ハンブルクなどのドイツ諸都市の誤答もみられ
た。またルクセンブルクという回答もみられた。オーストラリアに関しては、
誤答の大部分がシドニーで、メルボルンがこれに続いている。教科書によっ
て取り扱う地域・国が異なることは前述したが、オーストラリアは日本との
関係がより緊密なため、中学校地理のすべての教科書で取り上げられている。
にもかかわらずキャンベラを答えられないことに、疑問を感じざるを得ない
のである。タイの首都バンコクについては、近隣のミャンマー・ベトナム・
ラオス・カンボジア・マレーシアなどの首都名よりは容易に回答できると思っ
たが、予想以上に低い正答率であった。誤答としては、ハノイ・ジャカルタ
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など東南アジアの諸都市が目立ったが、笑って済ますことのできない回答と
してタイペイが多数みられた。単なる語呂合わせのつもりの回答もあるだろ
うが、タイの首都を本当にタイペイと思い込んでいる学生もいるのかと思う
と、背筋が冷たくなる気持ちである。この問いで正答率最低が、カナダの首
都オタワである。誤答例としては、バンクーバー・トロント・モントリオー
ル・ケベックなどのカナダ国内の都市名が多かった。また五代湖対岸のシカ
ゴ・デトロイトなどアメリカ合衆国の都市名も目立った。オタワが政治都市
で、観光とは無縁であることが、この結果となったのであろう。
　以上のように、首都と言えども、正確な知識が身に付いているとは言い難
い。さらに韓国と中国、アメリカ合衆国とカナダのように、近隣関係にあっ
て、日本人からみると民族・文化的に同一視してしまう傾向のある国同志に
ついては、都市も混同してしまうことが判明したのである。
III地理教育と地名学習
　以上述べてきた調査の結果から、地名に関する正確な知識がいかに不足し
ているかが理解できる。そしてその原因が、たびたび触れてきたように、小
中学校での現行の教育課程における地名学習の軽視にあることは、明白であ
る。地理嫌いの児童・生徒が増加した原因として、地名の暗記が挙げられる
が、暗記を必要とする教科・科目は、地理に限ったことではない。子供達の
負担を軽くしようということで、文部省は考える学習ということを強く言う
が、子供は易きに流れるのである。暗記のように苦痛を伴う学習からは、ま
すます遠ざかってしまう。しかし前述したように、学習と言うより作業と呼
ぶべき地名の暗記は、飲み込みの早い小中学生のうちに叩き込まなければな
らないと考える。暗記という作業を意味のない学習と批判するしたり顔の識
者がいるが、地名の暗記にもっともらしい意味付けは必要ないのである。掛
け算九九なしには、数学の問題を解けないのと同様に、必要最低限の地名を
知らなければ、地理学習など成立しえないのである。また「社会はどうせ暗
記物だから…」という地理や歴史を侮蔑した表現を耳にするが、これは暗記
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があくまでも学習上の手段であって、目的ではない、ということを理解して
いない人の考えと言える。社会科の学習にあっては、「知識なくして、理解
なし」という考えも、一つの真理なのである。
　今回の調査を通じて、学生の地名認識は、観光ポイントの有無で大きく異
なることが判明した。つまり小中学校の学習よりも、旅行関係の情報によっ
て地名の知識が形成されているのである。したがって、漢字や掛け算九九の
ように、理屈抜きに覚える機会を逸すると、信じ難い誤答や珍答が飛び出す
結果となる。しかし、こうした恐るべき実態の責任を、回答者に帰するのは
酷であって、彼等こそ小中学校で基本的な地名の暗記を指導してもらえなかっ
た被害者と言うべきであろう。
lVまとめ
　平成4年度の小学校を皮切りに、同5年度に中学校、同6年度に高等学校
と学校段階で実施に移された学習指導要領によれば、小中学校の社会科及び
高等学校の地理歴史科・公民科の目標は、いずれも「国際社会における民主
的・平和的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の育成」というこ
とが掲げられている。そして公民的資質とは、「社会生活についての理解」
「国土や歴史に対する理解や愛情」「人間としての在り方生き方についての自
覚」等々を指している。この中で地理に関しては、「国土に対する理解と愛
情」が該当するが、指導のポイントは、いくつかの地域を取り上げて、そこ
で展開される自然環境と人々の生活を理解させることにある。そして地名に
ついては、既述のように暗記を強制する指導を排除している。これは昭和30
年代以降、ちょうど高度経済成長と時期を同じくして強化された、知識重視
の系統主義的な社会科学習への反省によるものである。しかし国際化が進行
し、地球が狭くなってきた時代にあって、自国の地名や地理的事象を正確に
把握することなしに、真の国際交流が可能であろうか。外国人との会話の中
で、教科書で学んだ相手国の自然環境や暮らしぶりを取り上げるのも結構で
あるが、具体的な地名をいくつか織り込むことで、親近感は格段に増すもの
一18一
地名に関する知識の欠如について
である。現在の小中学生は、これから好むと好まざるとにかかわらず、外国
人との接触が多くなるであろう。その時、日本と世界の地名や地理的事象に
関する正確な知識を持ち合わせているか否かで、相手の日本人に対する評価
が、大きく異なることは間違いない。そのような点からも、地名学習のあり
方を再考すべきではないかと考えるのである。
　以上、学生の地名認識に関する調査から、その認識度の低さが小中学校の
学習にあることを指摘した。今後も地名の認識度については、既述の車のナ
ンバーの考察を含めて、多面的に研究を進めてみたいと考えている。
注
1）複数の行政単位や国家の相互の位置関係のことで、基準となる地点や地
　域から、対象となる地点や地域を方位と距離で示す。
2）対象となる行政単位や国家を、経緯線で示して位置を明らかにする。
3）本稿に示した人口は、「平成8年度住民基本台帳人口要覧」による。
4）県内人口第1位の都市が県庁所在地でない例として、福島・静岡・三重
　山口の4県が挙げられる。
5）一般的には人口で第2位以下の都市を大きく引き離し、経済的にも他都
　市を圧倒している発展途上国における都市（首都の場合が多い）のことで
　あるが、狭義には県内で突出した人口を持ち、都市機能で優位にある都市
　を指す。
6）県名と同一の市名で、県庁所在地となっていない例として、栃木・山梨
　沖縄の3県が挙げられる。また県名と県庁所在地名が一致するのは28府県
　である。
7）ここでは［Q　l］が誤答であっても、地図上における県庁所在地の位置
　が、正確に把握されているかどうかを問題としているため、［Q2］単独
　の正答について集計した。
8）ナンバーに記される都市名（地域名）をめぐっては、都市のイメージア
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　ップにつながるという観点から、行政単位での確執がみられる。埼玉県の
　「春日部」ナンバーをめぐる春日部・越谷両市の対立や、自動車検査登録
　事務所が、栃木県佐野市に平成11年度開設されるに当たって、地元佐野市
　が「佐野」ナンバー採用を要求しているのに対して、足利・小山・栃木各
　市が、反対運動（広域的名称の採用を要求）を展開している事例がある。
9）平成7年度の統計では、川口（44万6000人）・浦和（44万5000人）の順
　である。
10〉両毛線の営業区間は、新前橋・小山間であるが、ここでは実際の列車の
　運行と都市の配列との点から、高崎・小山間とした。
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